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要 約

耕作放棄地放牧後の土地の再生・利用技術を確立するため、放牧後草地として利用が可能な放牧

による採食・踏圧に耐え、雑草抑制効果の高い暖地シバ3品種（カーペットグラス（KG 、センチ））

（ ）、 （ ）） 、 、 。 、ピートグラス SG バヒアグラス BG に着目 その定着条件 生産量等を調査した その結果

1)省力的播種等については、春試験区（6月中旬）で糞上移植が糞内播種よりも被覆率が高く推移

。 （ 、 ） 、 、した BG種子の飼料混合給餌 100gを2日間 朝・夕の4回 による試験では 給餌17時間後に排出

72時間後最大となり、糞100g中の種子の平均発芽率は、30％であった。2)播種量の違いによる被覆

率は、播種1年後100％、乾物収量は8月に最大となり各品種とも差は認められなかった。3)施肥量

の違いによる2年間の乾物収量調査では、3kg/10a区が他の区（1kg/10a区,無施肥区）より収量が多

く7月から8月に明瞭なピークを示した。1kg/10a区と無施肥区の乾物収量の差はなかったが、1kg/1

0a区において7月から8月の収量のピークが明瞭であった。4)耐寒性調査では、12月上旬までに各品

。 、 、 、 、種とも全て枯れた 雑草抑制効果では 試験圃場での雑草占有率を調査したところ BG10% SG20%

KG40%であり、BGで雑草抑制効果が優れていた。5)暖地型ｼﾊﾞ草地化の手順を検討した。これらのこ

とから、今回供試した暖地型シバ3品種（KG,SG,BG）は、本県の気候条件でも活用できることを確

認した。試験圃場において被覆率が100％となるまでに1年を要したが、適切な草地管理により6月

から11月までの6カ月間放牧利用が可能であった。

目 的

近年、急増している耕作放棄地対策として和牛

の小規模移動放牧が中国地方を中心に普及しつつ

ある。本研究所においても耕作放棄地放牧を実施

した結果、放牧牛の脱柵や疾病発生もなく、草刈

り効果、景観保全、野草の牧養力等が確認され、

本県における和牛の小規模移動放牧は普及可能な

技術であることが実証できた。しかしながら、耕

作放棄地放牧後の具体的な再生・利用方法がな

く、放牧が終わると再び野草が繁茂する耕作放棄

地に戻ることの対策が課題として残った。

そこで、耕作放棄地放牧において、前植生を採食

させた後に引き続き放牧地として活用あるいは農

地への復元可能な状態に保持するための草地造成

方法が望まれる。そこで、放牧終了後もその土地

の造成やその後の維持管理が容易でしかも、雑草

抑制効果により景観が保全され、放牧による採食

・踏圧に耐える再生力の強い牧草として、暖地型

シバ（カーペットグラス（KG ・センチピートグ）

ラス（SG ・バヒアグラス（BG ）等に着目。本県） ）

における定着条件や放牧利用条件下での生産量等

を明らかにし、放牧後の耕作放棄地の有効且つ永

続的な再生利用方法を提示する。

材料および方法

１）暖地型シバ3品種（KG,SG,BG）の調査
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（１）播種量の違いによる被覆率の推移

KG、SG、BGそれぞれに10aあたりの播種量を1kg

区、2kg区、3kg区を設定し当所７号圃場において

平成21年5月下旬から平成23年11月下旬の期間、

被覆率を調査した （図-1）。

暖地型シバ定着方法の手順として、前植生はス

トリップ放牧により掃除刈りを行い、播種後繁殖

和牛放牧（20頭）による蹄耕法を14日間（矢印の

順）実施、禁牧と放牧を繰り返した。この定着方

法は、図-3についても同様な手順で実施した。

図-1 播種量の違いによる試験区の設定

（２）省力的で効率的な播種方法等の検討

省力的なシバ草地化の方法として糞内播種及び

糞上移植について春と秋に実施、当所7号東圃場

で実施後の被覆率について平成22年8月中旬から

平成23年5月中旬に調査。平成23年にBGの飼料混

合給餌による種子の糞中排出量及び発芽率を調査

した （図-2）。

図-2 糞上移植・糞内播種による試験区設定

（３）施肥量の違いによる暖地シバ収量調査

図-3の試験区を対象にSG、KG、BGの各品種毎に

窒素肥料を各0kg/10a,1kg/10a,3kg/10aの施肥区

を設定、平成23年度は4月に施肥、平成24年度は5

月に施肥を行い、それ以降6月から11月の間毎月1

回収量調査を実施した。

図-3 施肥量の設定による試験区設定

（４）耐寒性・雑草抑制効果の調査

（１）の同じ試験区を対象に各品種及び播種量

毎に雑草抑制効果は平成24年12月下旬に実施し、

越冬前後の被覆率については平成22年6月下旬か

ら平成24年12月下旬に調査した。

（５）シバ草地化手順の検討

（１）,（２）,（３）各試験区のシバ草地化の

手順等を参考に再生利用方法を検討する。

結 果

１）暖地型シバ３品種の調査

（１）播種量の違いによる被覆率の推移

図-4 SGの播種量の違いによる被覆率の推移

播種量が違う3品種の被覆率は、播種した翌年

にはいずれも100％となり、差は認められなかっ

た。また、乾物収量は3品種とも8月に最大となっ

た。 3種の暖地型シバの１㎡あたりの被覆率は、
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翌年100％となり、播種量に差はなかった。

（図-4,5,6）

図-5 KGの播種量の違いによる被覆率の推移

図-6 BGの播種量の違いによる被覆率の推移

（２）省力的で効率的な播種方法等の検討

図-7 糞上移植被覆率（春）

図-8 糞内播種被覆率（春）

（ ） 、秋 ９月下旬 に移植または播種した試験区は

冬季に全て枯れた。春（６月中旬）試験区では、

糞上春移植の被覆率は高く、移植後5ヶ月後にはS
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G：100％、KG：85％、BG：50％であった。

、 、また 糞内播種法の被覆率は播種量に差がなく

SG・KG：80％、BG：40％であった。糞上移植が糞

内播種よりも被覆率が高く推移した （図-7,8）。

省力的な播種・移植方法では、糞上移植及び糞内

播種が簡便であるが、牛に種子を飼料混合給餌す

ることでも、排泄された糞からも発芽することが

確認された （図-10）。

種子は、給餌17時間後には糞中に排出され、72時

図-9 糞中排泄BG種子数の推移

図-10 排出BG種子の発芽試験

間後には最大となった。糞100g中の種子の発芽試

験を行ったところ、平均発芽率は30％となった。

（図-9,10）

（３）施肥量の違いによる暖地シバ収量調査

暖地型シバの施肥の違いによる収量調査では、

3kg区が他の2区に比べて収量が多く、とくに7月

から8月にかけて収量の明瞭なピークを示した。

1kg施肥区と無施肥区では、収量にあまり差は

認められなかったものの、無施肥区に比べて7月

から8月に収量のピークを示したが、その収量は1

kg区が無施肥区のピークよりも明瞭であった。

(図-11,12,13)
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図-11 暖地シバ生産量 3kg施肥区

図-12 暖地シバ生産量 1kg施肥区

図-13 暖地シバ生産量 無施肥区

無施肥区でも、7月から8月に収量のピークを示

したが、他の2区に比べて収量のピークはシバの

品種によりまちまちの推移となった。(図-13)

図-14 暖地シバ施肥量に違いによる乾物収量

施肥量の違いによる各年度の乾物収量について

は、暖地型シバ3品種ともに3kg施肥区が最も多く

1kg施肥区及び無施肥区には、あまり大きな差は

認められなかった （図-14）。

暖地型シバ3品種の化学的成分組成についても平

        施肥量の違いによる乾物収量
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成22年6月に調査を１回実施した。結果は、3品種

とも成分組成に大きな差は認められなかった。

（表-1）

表-1 暖地シバ化学的成分組成（H22.6 調査）

（４）耐寒性・雑草抑制効果の調査

表-2 暖地型シバ３品種（KG,SG,BG）の特性

春移植の越冬率は3品種すべて100%であった。

秋移植の越冬率はBG：83.3％,SG：66.7％,KG：0

％と品種により差があった。(表-2)

また、春播種については、特にSGが越冬後も良

好な成績となった。秋播種の越冬率はすべて0％

であった。

雑草抑制効果については、平成24年11月下旬に

7号試験圃場（図-3）の3年目の雑草の占有率を調

査。その抑制効果を判定した結果、BG：10%,SG：

20%,KG：40%となり 雑草抑制効果は ①BG,②SG,、 、

③KGの順となった。

（５）シバ草地化手順の検討

また、耕作放棄地の有効且つ永続的な再生利用

技術となる、暖地型シバ定着方法の手順を検討し

徳島畜研報 No.12(2013)
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たところ、次のとおりとなった。

① 繁殖和牛による耕作放棄地放牧の実施。

（春から夏）

② 放牧期間中に不耕起播種・耕蹄法で鎮圧、

また、糞上移植、糞内播種及び放牧牛へのシ

バ種子の混合給餌を組み合わせた移植及び

播種を実施。

③ 一時禁牧し、定期的そうじ刈りで野草管理

をしながら、シバの定着を促す。

④ 定着後、10a当たり窒素量で3kgの施肥を行

い、シバの生育及び被覆率の促進させる。

⑤ シバの被覆率が高まって来たら、定期的な

放牧圧、施肥等でシバ草地の維持・管理を

行う。

考 察

放牧後草地として利用が可能で、しかも採食、

踏圧に耐え、再生力と雑草抑制技術の高い暖地シ

バ3品種に着目、その定着条件、生産量を調査し

た。

3品種とも本県の気候条件で活用できることを

確認した。放牧利用では、6月から11月までの約6

ヶ月間利用が可能である。

定着条件では、省力的な播種方法である耕蹄法

による不耕起播種は、播種量の違いによる被覆率

の推移は、100%となるまでに約1年をを要し、3品

種とも差はなかった。糞上移植が糞内播種よりも

被覆率が高く推移した。また、種子の飼料混合給

餌も省力的な播種方法の1つであることも確認し

た。

このことから、不耕起播種による耕蹄法、糞上

移植、糞内播種及び種子の飼料混合給餌等を組み

合わせることにより、シバ草地の造成及び草地の

維持のために省力的なシバ草地化の技術として有

効であることが示唆された。

生産量では、施肥による乾物収量の調査結果で

は、ほかの2区（1kg施肥区・無施肥区）に比べ、

3kg施肥区が収量が多く、7月から8月に明瞭なピ

ークを示した。施肥により暖地型シバ収量の増収

が期待できる。

耐寒性については春の糞上移植の越冬率は暖地

型シバ3品種とも100％であったのに対し、秋の糞

上移植の越冬率はまちまちであり、耕作放棄地放

牧を実施した際、放牧期間中に暖地型シバ草地化

を図るにためは、春からの早い時期に取り組んだ

方が有効であると考えられた。

雑草抑制効果は、シバ草地化してから年数を経

、 、るほど 雑草の占有率が高くなる傾向となったが

BG,SG,KGの順で雑草が少なかった。

今回所内試験圃場での暖地型シバ草地化を実施

しその手順について結果に示したが、野外実証試

験までには至らなかった。

今後は、平成24年度から開始された 「草刈り、

放牧牛レンタルモデル事業」の中でこれまでの得

られた成果を実践していくことで、耕作放棄地放

牧後の再生・利用技術を更に高めて行きたい。
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